
 

News Release 西武鉄道は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西武鉄道株式会社（本社：埼玉県所沢市、社長：喜多村 樹美男）では、環境省が実施した「令和４年度 自然

共生サイト（仮称）認定実証事業（試行後期）※１」に、当社が所有している「飯能・西武の森」が参加し、鉄道業界

で唯一「認定に相当」する評価を獲得しました。 

「自然共生サイト（仮称）※２」は、2021 年６月の G７サミットで合意された「G7 2030 年自然協約」に基づ

く「３０ｂｙ３０（サーティ・バイ・サーティ）※３」の取り組みの一環として、環境省が主導しているものです。 

今回の審査では、「飯能・西武の森」は都市近郊の里地里山の保全・管理のモデル的な取り組みになり得るこ

と、生物多様性の保全に企業と市民が一体となって取り組む理想的な活動になっていることなどが評価され

ました。 

西武鉄道は、今後も生物多様性の保全をはじめとした環境保全活動を進め、持続可能な社会の実現に取り

組んでまいります。 

 

※１ 令和５年度から本格運用される「自然共生サイト（仮称）」の認定実施に向け、試行認定として前期と後期に分けて実施された。 

※２ 企業など民間の取り組み等によって生物多様性保全が図られているとして認定された地域のこと。これにより認定されたサイトはＯＥＣＭ（保護地域以外で生物多

様性保全に資する地域）として国際データベースに登録される。 

※３ ２０３０年までに陸と海それぞれにおいて、保護地域と OECMを合わせて 30％以上を生物多様性が図られている地域として保全・管理しようという国際的な目標。 

 

 ◇飯能・西武の森 

   飯能駅より徒歩約 20分の市街地に隣接する面積約 130haのこの森は、定期的に間伐を実施するなど、 

地域の方々とともに森づくりに取り組んでいます。 

2015年度・2016年度には、野球のバットの材料となる｢アオダモの木｣を植樹しました。また、環境教育や 

エコツアーの場としても活用されており、約 77haは公益財団法人都市緑化機構が実施する｢社会･環境貢献 

緑地評価システム（SEGES･シージェス）｣の５段階評価における最高位である「Superlative Stage（スパラ 

ティブ ステージ）」に認定され、2017年 9月には、同機構による「みどりの社会貢献賞」を受賞しました。 

URL: https://www.seiburailway.jp/company/sustainabilityactions/forestmaking/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 2月 8日 

鉄道業界で唯一！ 
 

環境省「自然共生サイト（仮称）認定実証事業」において 

「飯能・西武の森」が「認定相当」の評価を獲得 

 

飯能・西武の森 緑道 飯能・西武の森 谷津田 

https://www.seiburailway.jp/company/sustainabilityactions/forestmaking/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇お客さまのお問合せ先 

西武鉄道お客さまセンター TEL.(04)2996-2888 

音声ガイダンスのご案内により、メニューをお選びください。 

[営業時間 全日 9:00～17:0０（１２/30～1/3を除く）] 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

「西武グループサステナビリティアクション」 
  

西武グループの経営理念である「グループビジョンに基づき、持続可能な社会の実現に向

けた取り組みを「サステナビリティアクション」として推進しています。特に、事業を通して創

造する社会価値として「4 領域と 12 アジェンダ（重点テーマ）」を設定し、積極的に取り組ん

でいます。詳細ページ：https://www.seibuholdings.co.jp/sustainability/ 

 

 

●今回の取り組みを通じて特に貢献可能な SDGsの目標 

https://www.seibuholdings.co.jp/sustainability/

